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占長
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一
部
代
酎
公
債
の
裂
紫

公
債
制
・
反
は
直
接
に
は
一
定
の
財
政
需
要
の
充
足
J

刀
法
に
闘

ず
る
法
視
の
閥
系
で
あ
る
が
、
共
は
他
聞
枇
曾
の
政
治
経
済
生

一
市
と
接
関
す
る
事
に
よ
っ
て
始
め
て
成
長
し
得
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
公
債
制
度
は
共
を
取
園
む
枇
合
的
諸
傑
件
の
理
解
に
よ

っ
て
全
館
と
し
て
認
識
す
る
事
が
出
来
る
。
党
づ
従
来
の
事
者

が
近
代
的
公
債
の
要
素
と
し
て
泉
げ
る
所
の
も
の
を
見
れ
ば
。

川
札
口
は
閥
次
の
債
務
で
あ
っ
て
、
岡
家
信
川
に
基
礎
を
泣
い
て

ゐ
る
。

公
債
制
度
の
社
曾
的
保
件
に
就
て

問
債
権
者
は
特
定
の
身
分
や
階
級
に
限
定
さ
れ
な
い
、

般
IT> 

園
民
で
あ
る
。

川
州
北
バ
は
織
渡
的
岡
家
歳
入
の
上
に
統
一
的
恭
礎
を
持
つ
放
に
、

国
家
財
政
の
有
機
的
構
成
部
分
で
あ
る
。

強
制
力
を
川
ひ
や
し
て
、
十
叩
坊
の
北
日
一
辿
の
僚
件
で
起
債
出
来
る
!

日
切
手
℃
、

'
h
A
A
-
s
 

保
件
が
比
佼
的
統
一
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

r
N
純
聞
に

九
一
っ
て
一
流
通
す
る
。

右
の
如
き
諸
要
素
が
近
代
的
公
債
の
論
説
的
結
論
で
あ
る
の

み
な
ら
や
、
共
歴
史
的
結
論
で
あ
る
事
を
詮
明
ず
る
震
に
、
我

ム
月
は
先
づ
公
債
制
度
の
一
史
的
侠
件
を
問
題
に
し
た
什
れ
ば
た
ら

由。

ニ
、
公
債
制
度
の
諸
僚
件

公
債
の
僚
件
と
は
起
債
の
阪
国
で
あ
る
財
政
需
要
の
種
類
や

共
の
緊
急
の
度
合
で
は
な
い
、
抽
出
算
の
不
均
衡
は
と
の
場
合
蛍
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公
債
制
度
の
社
曾
的
傑
件
に
就
て

然
の
前
提
で
あ
る
。

削
歳
出
入
の
不
均
術
論
か
ら
一
五
へ
は
、
戦
争
は
臨
時
費
の
一
主

要
訟
原
因
で
あ
り
、
陥
時
費
は
公
債
の
開
凶
で
あ
る
と
云
ふ
公
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様
友
議
論
を
離
れ
て
戦
争
は
あ
一

ら
ゆ
る
則
政
制
度
後
展
の
動
力
で
あ
る
か
ら
，
財
政
制
度
の
枇

日弓
H
リ
回
目
出
叫
じ
]
川
川
裕
え
「
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平
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で
な
〈
て
は
左
ら
ぬ
と
云
ふ
見
解
が
あ
る
。
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確
か
に
戦
争

は
封
建
的
財
政
を
信
用
経
済
に
ま
で
駆
る
強
力
な
契
機
で
あ
っ

た
ら
う
。
併
し
財
政
の
病
的
献
態
か
ら
生
れ
た
も
の
は
決
し
て

秩
序
あ
る
公
債
制
度
で
友
く
、
反
則
割
に
強
制
公
債
や
不
換
紙
幣

の
氾
濫
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
岡
家
財
政
を
白
目
的
に
借
金
経
消

に
陥
れ
る
戦
争
と
、
公
債
を
整
川
崎
統
一
し
て
組
織
的
制
度
に
ま

で
設
展
さ
せ
る
枇
合
的
保
件
と
は
同
別
し
て
考
へ
ね
ば
止
な
ら

l!J 
ロ印

公
債
制
度
は
財
政
制
度
一
般
、
特
に
租
税
制
度
が
整
備
し

て
後
、
始
め
て
確
立
し
た
事
は
歴
史
の
教
へ
る
所
で
る
加
。

併
し
租
税
制
度
の
護
展
が
厨
家
信
用
を
昂
め
、
起
債
を
有
利

に
す
る
事
賞
を
認
め
る
と
同
時
に
、
他
国
、
累
積
し
た
公
債
の
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」
償
還
の
伐
に
新
し
い
租
税
が
創
設
さ
れ
る
事
賞
を
も
認

め
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
租
税
も
公
債
も
結
局
、
相
互
に
他

を
前
提
し
て
ゐ
る
の
で
、
何
れ
が
棋
木
保
件
で
あ
る
か
を
判
断

す
る
事
は
困
難
で
あ
ら
う
。
支
に
専
制
政
治
の
下
に
し
向
利
僚
と

北
ハ
を
羽
ふ
不
平
等
税
が
、
民
主
政
治
の
下
に
低
利
債
左
北
九
を
荷

Jj~ミ
t長
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:1J!~ 

ililJ 

t
へω
る
う
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の
「
財
政
的
保
件
」
を
包
撮
す
る
よ
り
高
次
の
枇
命
日
的
僚
件
に
想

到
せ
ざ
る
を
判
げ
な
い
ぺ
少
く
と
も
或
論
者
の
如
む
公
債
の
「
財

政
的
僚
件
」
た
る
租
杭
制
皮
は
共
政
治
的
保
件
た
る
民
主
政
治

か
ら
切
離
し
て
論
十
ぺ
き
獅
立
の
契
機
で
は
た
い
。

間
同
八
本
経
消
の
内
で
消
費
す
る
財
貨
は
結
局
図
民
経
誠
仰
の
内

で
生
産
さ
れ
た
徐
刺
生
産
物
で
あ
る
か
ら
、
生
産
力
が
或
程
度

の
設
展
を
遂
げ
て
始
め
て
公
債
が
可
能
に
た
る
事
は
疑
ひ
左

ぃ
。
従
っ
て
閣
民
経
済
の
焚
遠
か
ら
公
債
の
成
立
を
論
や
る
事

は
一
般
的
に
は
正
し
い
事
で
あ
る
。

併
し
デ
ィ

l
チ
ェ
ル
の
様
に
、
先
づ
意
識
的
に
貨
幣
を
拾
象

し
て
図
民
経
済
の
内
部
で
有
数
に
利
用
出
来
た
い
遇
制
生
産
物

を
国
家
経
済
に
移
し
て
更
に
大
雪
ゑ
穀
用
を
賓
現
す
る
所
に
仇
一
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債
の
根
擁
を
求
め
た
り
、
財
貨
の
一
生
時
過
剰
を
貨
幣
資
本
の
過

刑
判
と
混
同
し
た
り
す
る
事
は
、
金
融
現
象
と
し
て
の
公
債
を
殆

ん
ど
無
脱
し
て
ゐ
る
と
一
一
品
っ
て
よ
刊
。
作
凡
併
を
ぬ
引
決
す
る
事
も

公
債
を
岡
家
的
見
地
か
ら
見
る
場
合
に
は
必
要
か
も
知
れ
な

い
。
併
し
資
本
家
は
溢
刑
判
生
産
物
を
直
接
に
岡
家
に
貸
附
け
る

事
は
出
来
な
い
し
、

叉
北
(
が
閑
宋
経
済
の
一
門
で
如
何
な
る
品
処
刑

を由晴
J

げ
て
ゐ
る
か
も
問
題
で
は
た
い
。

加
之
口
幣
資
本
の
卦
と

利
子
と
は
生
産
荒
木
山
山
長
と
利
潤
か
ら

↑
川
山
側
ー
し
て
迩
動

L

-
ゐ
る
と
汚
へ
る
な
ら
ぽ
、
一
プ
ィ
;
チ
ェ

ル
の
如
く
公
債
の
保

干
こ
河
ご
、
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刊
紙
に
若
し
経
済
的
保
件
を
更
に
限
定
し
て
金
融
市
場
と
す
る
な

ら
ば
、
問
題
は
一
居
、
旦
一
般
的
に
な
る
で
あ
ら
う
。

ω公
債
制
『
反
の
地
盤
で
あ
る
岡
家
信
用
は
、
凶
家
の
イ
止
州
J
H

山

志
と
支
梯
能
力
に
到
す
る
資
本
家
の
信
頼
で
あ
る
。
何
し
関
心
家

信
用
を
維
持
す
る
も
の
は
、
立
憲
氏
主
的
政
治
機
構
で
あ
っ
て

山
車
友
る
資
本
家
の
信
樹
で
は
な
い
。
近
代
国
家
以
前
に
於
て
は

か
h
A

る
信
頼
は
政
治
家
の
道
義
心
や
財
政
技
術
家
の
個
人
的
手

腕
に
依
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
.
民
主
政
治
に
よ
っ
て
約
め
て

公
債
制
度
の
枇
曾
的
保
件
に
就
て

資
本
家
の
信
頼
は
客
観
性
を
持
ち
、
同
家
の
支
排
意
志
も
能
力

も
硲
賢
一
に
た
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
諸
依
件
の
吟
味
に
し
ろ
で
、

公
債
制
民
の
一
保
件
と
は

結
口
川
従
来
事
者
が
公
債
の
史
的
前
提
と
し
て
述
べ
て
来
た
所
の

「
民
主
政
治
」
及
び
「
金
融
市
場
」
の
ご
つ
に
該
常
す
る
も
の
で
る

る
。
た
ピ
私
は
第
一
怖
に
述
ぺ
た
公
債
の
諸
要
素
と
の
開
聯
に

於
て
此
等
の
依
件
hz
更
に
分
析
、
叫
続
出
し
且
つ
展
開
し
て
見
た

い
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。
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公
債
制
反
は
特
定
の
政
治
形
態
の
下
で
、
判
定
の
法
的
秩
序

と
し
て
の
形
態
を
後
へ
て
ゐ
る
が
、
北
(
は
常
に
同
定
し
て
ゐ
る

も
の
で
左
く
で
、
政
治
的
潮
流
の
交
錯
の
中
で
、
枇
合
的
欲
求

を
反
映
し
つ

L
、
一
小
断
に
受
動
し
て
ゐ
る
。
此
の
な
味
で
政
治

の
動
熊
と
静
態
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
特
定
の
政
治
形
態
や
公
債

制
度
も
、
共
の
時
代
の
政
治
や
公
債
政
策
の
影
響
の
下
に
、
常

に
品
質
勤
し
て
ゐ
る
事
が
明
か
に
な
る
だ
ら
う
。

近
代
同
友
は
憲
法
に
法
〈
立
志
的
民
衆
闘
で
あ
り
、
民
族
的
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四
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公
債
制
度
の
祉
曾
的
傑
件
に
就
で

に
統
一
し
た
国
家
で
あ
る
。
か
t
A

る
性
格
を
持
っ
た
近
代
国
家

は
.
公
債
制
度
の
成
育
に
必
要
友
政
治
的
地
様
を
提
供
し
た
。

)

)

)

 

註
第
一
節
に
漣
べ
た
近
代
的
公
債
に
於
げ
る
一
債
務
者
二
債
権
者
の

(

(

(

 

制
制
鳥
山
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
一
』
一
公
債
と
成
入
と

ω
聞
係
は
統
一
同
家
を

前
北
し
、
川
長
期
依
円
よ
心
得
ぃ
訪
山
川
件
B

綜
A

甘
か
1

仲
川
然
社
明
出
bm
晶、

一
、
立
憲
的
民
衆
闘

山
山
市
守
山
湖
上
米
に
於
ご
は
、

ト
え
妃
都
日

の
人
特
と
園
家
ム
」
は
符
一
般
に
結
合
し
て
ゐ
る
か
ら
、
支
配
者
の

私
債
ム
」
公
債
と
の
匝
別
も
亦
、
不
明
瞭
「
あ
っ
た
。
支
配
者
が

支
配
者
と
し
て
の
人
格
に
於
て
公
債
を
起
こ
す
限
り
、
多
少
の

強
制
的
要
素
を
件
ふ
事
が
営
然
で
あ
る
。
従
っ
て
契
約
履
行
に

於
け
る
支
配
纏
の
激
用
を
防
止
す
る
矯
に
、
祇
首
物
件
を
設
定

し
た
り
、
等
放
合
議
が
債
権
者
に
保
一
戸
時
を
興
へ
た
り
、
恰
も
私

債
と
同
様
な
債
権
権
保
の
手
段
が
用
び
ら
れ
た
。

十
七
・
八
世
紀
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
岡
家
と
支
配
者
の
人
俗
、

従
っ
て
園
家
財
政
と
君
主
の
私
経
消
を
匝
別
し
た
が
、
認
に
始

め
て
公
債
の
政
治
的
依
件
が
賓
現
し
た
の
で
あ
る
。

嘗
っ
て
公
債
の
抵
首
物
件
に
充
営
さ
れ
た
財
源
は
今
や
闘
民

の
私
有
財
産
と
た
り
、
図
家
の
側
に
は
輩
に
閣
民
代
表
者
の
誠

賓
な
債
務
の
履
行
意
志
の
み
が
止
る
事
と
怠
っ
て
、
国
家
信
用

第
四
十
巻
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併
し
債
権
者
の
地
位
や
公
債
の
管
洲
方
訟
を
述
訟
、
ー
ハ
他
の

法
律
の
成
分
と
し
、
議
曾
の
一
段
督
下
比
世
〈
事
に
よ
っ
で
、
図

家
信
用
は
完
成
に
之
配
者
の
人
格
か
ら
樹
立
せ
る
谷
線
枕
を
持

つ
事
と
な
っ
た
3

l!iJ! 
苛三

仔l
上1"

必
括
的
、
勢
力
め
L

間
性
に
あ
る

特
権
困
問
や
官
吏
に
依
存
し
て
ゐ
る
限
り
、
共
は
岡
山
木
信
聞
の

薄
弱
さ
を
物
語
る
に
過
ぎ
な
い
。

支
配
者
の
人
仲
怖
か
ら
公
債
を

解
放
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
従
っ
て
又
、
特
定
の
身
分
や
階
級

か
ら
も
公
債
を
解
放
し
紅
け
れ
ば
た
ら
た
か
っ
た
。
封
建
岡
家

の
政
治
機
構
に
寄
生
し
て
ゐ
る
高
利
貸
資
本
家
に
謝
す
る
民
家

の
反
抗
は
、
十
七
・
八
世
紀
の
革
命
と
た
っ
て
、
決
定
的
に
政
治

的
特
擦
を
排
除
し
て
し
ま
っ
た
。

同
時
に
議
合
政
治
は
公
債
公
開
の
原
則
を
献
立
し
た
D

嘗
て

岡
家
機
構
の
内
部
や
政
治
的
勢
力
の
倒
内
で
秘
桁
に
取
引
さ
れ

た
公
債
は
今
や
公
開
市
揚
へ
寅
附
さ
れ
る
。
共
は
云
は
Y

民
衆

の
政
治
に
針
す
る
批
判
で
あ
り
、
公
募
に
よ
っ
て
寅
現
し
た
公

債
市
債
は
民
衆
の
公
債
政
策
に
射
す
る
貨
幣
的
評
債
で
あ
る
。
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-
-
、
統
-
国
家

中
世
に
於
て
は
、
政
治
的
権
力
の
分
裂

と
同
時
に
共
分
解
の
過
程
が
進
行
し
て
ゐ
た
。
邸
ち
一
方
で
は

国
王
、
領
主
、
政
府
の
行
政
各
部
が
相
互
に
担
倒
立
し
て
別
個
の

債
務
を
結
び
、
他
方
、
債
権
者
は
債
権
携
保
の
手
段
と
し
て
、

租
税
徴
収
機
や
土
地
、
不
動
産
の
支
配
権
を
要
求
し
て
、
支
配

擦
の
一
部
を
不
断
に
獲
得
し
つ
k

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
如
斯
、

公
債
の
形
式
が
多
一
様
で
あ
る
の
み
友
ら
や
、
特
定
の
公
債
に
は

特
定
の
財
源
が
荒
賞
さ
れ
て
、
全
〈
共
閲
の
統
一
を
一
食
っ
て
ゐ

た
近
代
の
公
債
州
，
h

以
は
継
い
間
的
均
一
閥
家
歳
入
に
ト
一

K
統
一
川
町
品

磁
を
置
か
ね
ば
た
ら
友
い
。
従
っ
て
従
来
個
々
の
公
債
の
携
保

に
充
賞
さ
れ
た
財
源
を
中
央
図
席
に
集
中
し
て
、
利
沸
も
此
庭

で
統
一
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
所
謂

nhC)=8一
広
三
ゲ
ロ
ご

の
要
求
は
同
早
友
る
財
政
技
術
の
問
題
で
た
〈
、
関
家
権
力
を
統

一
し
、
財
政
制
皮
を
組
織
化
し
た
近
代
岡
家
で
始
め
て
賀
行
さ

れ
た
の
で
あ
あ
。
同
時
に
緊
急
の
必
要
に
よ
っ
て
設
行
さ
れ
た

従
来
の
強
制
公
債
や
不
換
紙
幣
の
不
公
平
た
負
携
は
集
中
的
に

租
税
韓
系
の
導
管
を
通
じ
て
、
国
民
全
館
の
上
に
比
較
的
公
平

公
債
制
度
の
社
合
的
傑
件
に
就
て

に
分
配
さ
れ
る
事
と
友
っ
た
。

最
後
に
近
代
的
公
債
の
特
徴
で
あ
る
長
期
債
は
以
上
の
諸
傑

件
の
首
然
の
締
結
で
あ
る
。

山
岡
家
と
支
配
者
の
人
格
が
分
離
し
て
、
間
家
信
用
が
確
立

ず
る
事
は
様
，
M

攻
償
還
計
警
に
束
縛
さ
れ
た
い
、
長
期
債
成
立

の
第
一
一
傑
件
で
あ
り
、

ω債
権
者
が
岡
家
と
の
政
治
的
関
係
を
断
つ
亡
、
資
本
投
資

以
外
の
何
も
の
を
も
欲
し
た
い
事
は
共
第
二
の
要
件
で
あ
り
、

開
私
法
的
投
捨
保
制
度
を
排
除
し
て
、
公
債
制
皮
が
閣
次
の

網
繍
杭
蔵
入
の
上
に
法
礎
付
け
ら
れ
る
事
は
其
第
三
の
保
件
で

あ
る
。

=
一
、
経
潰
的
保
件

テ
モ
ク
一
フ
シ

l
の
地
盤
で
あ
る
商
工
業
の
設
迷
と
資
本
の
増

殖
は
同
時
に
金
融
市
場
の
殻
生
原
凶
と
も
な
っ
た
。
金
融
市
場

に
は
豊
富
た
流
動
資
本
と
之
を
動
員
す
る
金
融
機
関
が
存
在
し

又
新
し
い
資
本
主
義
的
信
用
技
術
が
不
断
に
生
れ
て
公
債
制
度

の
運
用
を
合
四
化
す
る
の
で
あ
る
。
と
の
志
味
で
一
般
に
資
本

第
四
十
巻
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公
債
制
度
の
枇
合
的
傑
件
に
就
て

主
義
経
済
、
特
に
金
融
市
揚
は
近
代
的
公
債
の
経
済
的
、
技
術

的
要
素
(
ん
は
越
債
形
態
及
び
其
傑
件
、
間
一
一
公
債
読
書
の
流
通
、
第
一
節

参
照
)
を
規
定
す
る
保
件
で
あ
る
c

金
融
市
場
の
中
核
は
銀
行
と
説
中
部
市
揚
で
あ
る
。
銀
行
は
他

の
金
剛
級
制
と
ん
口
惜
し
て
会
債
の
起
街
市
揚
を
形
成
し
、
中
山
W
ル亦

市
川
知
は
既
設
公
債
の
流
砂
化
守
一
目
的
と
い
り
る
資
賀
市
川
叫
ん
勾
一
形
成

すす
るる
とカゐ
云ら
J¥  

る2，l'I4 
。者

lゴ:
統

し
て
公
債
の
技
術
的
操
作
を
同
滑
に

一
、
銀
行

中
世
に
は
貨
幣
資
本
が
局
部
的
に
偏
十
忙
し

而
も
金
融
組
織
は
完
備
し
て
ゐ
友
い
か
ら
、
公
債
を
起
と
す
銭

に
様
々
友
特
権
が
債
権
者
に
譲
渡
さ
れ
、
際
募
を
刺
戟
す
る
鴻

に
宮
築
的
方
法
が
用
び
ら
れ
た
。
斯
様
な
事
態
か
ら
殺
生
し
た

高
利
貸
資
本
と
事
制
君
主
の
政
治
的
闘
係
を
断
つ
事
が
デ
モ
ク

ラ
シ

l
の
欲
求
で
る
っ
た
が
、
共
は
経
済
的
に
は
突
の
如
き
方

法
を
以
て
賓
現
さ
れ
た
。

ω引
受
募
集

l
l銀
行
が
公
債
を
繕
韻
的
に
所
わ
し
て
ゐ
る

限
り
、
公
債
取
引
の
危
険
は
全
部
銀
行
が
負
捨
し
て
‘
岡
家
と

運
命
を
共
に
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
然
る
に
債
務
を
一
度
銀

第
四
十
拳

第

盟主
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四
七

行
が
引
受
け
る
と
同
時
に
之
を
賢
問
す
引
受
募
集
の
技
術
に
よ

っ
て
、
岡
家
の
債
務
は
分
割
さ
れ
て
無
数
の
資
本
家
の
手
に
入

月!る
人の
c:-で-
;なあ
t る

公生直;
{育行
Jf)(は
'i Iこ
o vつ
f!? 揚
;!i:合
る

イ'1'i良
介早
人 lt:
と前Ij
し君
てミE
裂の
行財
手政
教管

判
引
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
。

的
株
式
鋭
、
一
川
リ

l
i
山
中
由
の
い
向
利
貸
資
本
の
寸
い
ん
だ
金
剛
訟
は

家
族
蹴
係
を
以
て
統
一
さ
れ
、

家
長
は
倍
業
全
勝
を
統
率
し
て

ゐ
た
。
株
式
銀
行
の
後
遣
は
彼
等
の
封
建
君
主
に
封
す
る
勢
力

を
駆
逐
し
た
の
で
あ
る
が
夏
に
預
金
業
務
の
褒
遼
と
銀
行
聞
に

結
成
さ
れ
た
引
受
シ
ン
ヂ
ナ

l
ト
に
よ
っ
て
株
式
銀
行
仕
起
債

業
務
に
碓
同
不
動
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

直
公
債
e
T
株
式
に
略
化
し
て
政
府
貸
上
の
度
毎
に
、
銀
行
が
増
資

す
る
方
法
は
一
種
の
池
波
的
形
態
と
も
云
は
れ
る
。

最
後
に
銀
行
と
一
専
制
君
主
の
政
治
的
閥
係
の
消
滅
の
結
果
、

銀
行
の
濁
立
性
が
確
保
さ
れ
て
，
公
債
と
通
貨
は
明
確
に
分
離

し
、
政
府
祇
幣
は
流
通
過
程
か
ら
全
く
排
除
さ
れ
た
。

=
、
設
築
市
場

銀
行
が
引
受
募
集
の
方
法
を
以
て
、

A
A

債
取
引
に
附
着
し
て
ゐ
る
政
治
的
色
彩
を
抹
殺
す
る
と
同
時

に
、
詮
家
市
相
留
は
公
債
制
度
を
純
粋
な
資
本
主
義
的
制
度
に
ま
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で
識
は
肢
さ
せ
る
。
資
本
家
は
説
家
市
場
で
公
債
を
賢
却
し
て
貸

附
資
本
を
同
牧
し
、
時
に
は
と
の
取
引
を
通
じ
て
役
の
資
本
を

増
殖
す
る
事
も
出
来
乱
。
公
債
は
流
通
過
程
か
ら
貨
術
を
取
去

ら
ぬ
と
一
五
ふ
、
京
商
主
義
的
楽
観
誌
は
こ

h
k
去
っ
て
現
賓
性

を
帯
び
て
来
る
。

さ
て
、
公
債
の
流
通
を
閏
滑
に
す
る
設
雰
市

場
は
公
債
制
度
に
次
の
様
な
彰
響
を
興
へ
る
の
で
あ
る
。

川
公
債
市
川
町
の
成
な
あ
ら
ゆ
み
資
本
を
共
牧
託
に
舷
じ

て
平
等
に
許
値
す
る
枯
山
水
.
読
め
亦
而
判
明
に
成
立
し
た
平
均
利
廻

容
を
泊
ピ
て
.
川
下
山
内
閣
は
付
限
識
な
の
集
団
の
付
機
的
椀
成
部
分

-O 

と
た
っ
た
。
従
っ
て
金
利
の
高
低
に
癒
じ
て
、
公
債
を
中
心
に

資
金
の
一
鮮
は
集
散
し
、

公
債
市
債
は
需
給
欣
態
を
正
搬
に
皮

映
す
る
。
公
債
は
以
前
の
様
に
市
易
か
ら
遊
離
し
て
ゐ
た
い
で
.

資
本
主
義
経
済
動
態
の
波
に
身
を
以
て
参
加
す
る
の
で
あ
る
。

同
公
債
形
式
の
統
一

1
1
|
中
位
の
公
債
に
は
政
治
的
、
経
済

的
利
盆
が
附
随
し
て
、
共
形
式
は
乱
雑
を
極
め
、
責
山
只
も
凶
滑

に
行
は
れ
左
か
っ
た
か
ら
、
公
債
は
投
機
の
目
的
に
な
っ
て
ゐ

た
0

・
公
筒
形
式
を
統
一
し
て
、
間
交
る
限
り
市
坊
に
於
け
る
信

則
技
術
の
要
請
に
合
致
さ
せ
る
事
(
例
、
呼
債
強
行
法
)
は
公
債

公
債
制
度
の
枇
曾
的
傑
件
に
就

の
成
大
友
市
場
を
開
拓
す
る
結
呆
と
な
っ
た
。

防
長
期
債
の
成
立
|

l
近
代
的
公
債
の
特
徴
は
長
期
債
の
設

定
に
あ
る
が
、
資
本
家
は
貸
附
資
木
の
附
定
を
恐
れ
る
か
ら
、

公
債
読
書
は
市
場
で
容
易
に
賀
川
只
さ
れ
、
貨
幣
は
す
ぺ
て
の
方

向
に
流
動
じ
怠
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
故
に
説
中
川
市
場
は
長
期
債
の

必
然
的
保
件
で
あ
る
。

l~l 
よJ'
~}í~ 

fr'] 

人
体
的
山
古
来
の
山
減

1
l穴
枇
山
純
情
の
米
だ
殻

7ョl)お与
し

伊ij， たこ
κζL、

情民
間で
，;M は
}レ戸

対
U~ 

治通

機
1í~. 

tJ"i 
(;f! 

し

公
債
は
封
往
的
契
約
」
川
出
合
し
て
み

封
土
を
阻
(
へ
、
叉
交
付
公
債
を
以
て
君
臣
闘
係
そ
維
持
す
る
が

如
き
で
あ
る
。
然
る
に
背
中
本
市
場
の
出
現
に
よ
っ
て
、
身
分
闘

係
と
密
接
に
結
合
し
て
ゐ
た
債
擦
が
先
づ
貨
幣
憤
侃
に
還
元
さ

れ
、
最
後
K
身
分
闘
係
自
慨
が
消
滅
し
犬
の
で
あ
る
。
同
様
の

川
明
白
で
流
通
性
に
と
F

ほ
し
い
記
名
公
債
は
無
記
名
公
債
に
、
終

身
年
金
は
永
遠
公
債
に
後
肢
し

h
。

回

、

南

保

件

の

関

係

以
上
、

近
代
的
公
債
の
要
素
の
中
、

主
と
し
て
政
治
的
保
件

第
四
十
巻

四
-!.: 

第
二
披
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公
債
制
度
の
社
曾
的
傑
件
に
就
寸

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
と
経
済
的
保
件
に
よ
っ
て
規
定
ヌ
一

れ
る
も
の
を
同
別
し
て
品
じ
た
け
れ
ど
も
、
北
九
は
率
九
一
形
式
的

な
取
扱
ひ
方
で
あ
る
。
同
僚
件
は
何
れ
も
枇
舎
経
済
の
異
る
表

現
形
態
に
過
V
G
及
川
。
成
程
、
政
治
は
常
に
公
債
政
策
を
誘
導

ナ
る
積
極
的
要
凶
で
あ
み
け
れ
ど
も
、
北
ハ
は
興
へ
ら
れ
た
枇
合

川
空
市
河
度
比
門
.J
乱
首
ヘ
J
t
4
1
1
2
p
-
E
5
2了
・

730

4
f
7
1叫
1
J
U
A叫
1

P

1

0

v

一

ι
州日

l
↓
J
t
-
2
3
1
2

例
へ
ば
議
曾
政
治
が
樹
立
し
た
所
の
公
債
公
開
の
岡
山
則
は
若

し
金
融
市
揚
が
護
達
し
て
ゐ
泣
け
れ
ば
、
有
名
無
責
の
結
果
に

了
っ
た
で
あ
ら
う
。
潟
替
市
場
が
常
に
専
制
図
家
の
貨
幣
改
鋳

を
感
知
し
て
、
専
制
政
治
を
制
肘
し
た
様
花
、
設
券
市
場
は
公

債
市
債
の
中
に
政
治
に
封
す
る
評
債
を
も
織
込
ん
で
、
専
制
的

公
債
政
策
の
依
患
を
指
遁
す
る
。
専
制
政
治
は
共
放
に
常
に
市

場
か
ら
遊
離
し
て
、
経
済
的
た
無
力
を
暴
露
す
る
。

註
一
億
替
相
場
は
世
界
の
す
べ
て
の
貨
幣
を
比
映
し
て
其
を
正
し

い
債
値
に
置
く
事
金
銀
行
家
に
教
「
た
。
貨
幣
の
品
位
は
色
は
や
秘

密
で
は
あ
b
得
ぬ
。
目
・
:
ロ
1
7
皇
帝
の
様
に
、
金
eT
弱
め
宇
、
銀

を
弱
め
与
な
ら
ば
、
直
に
金
は
消
滅
し
て
、
彼
は
そ
の
悪
い
銀
に
限

ら
れ
る
だ
ら
う
。
億
替
相
場
は
大
き
な
械
力
行
傍
を
、
少
く
と
も
大

第
四
十
巻

第

貌

一
三
ん

四
七
回

z
t
権
力
行
滑
油
の
成
功
を
除
い
た
。

(
モ
シ
テ
ス
キ
ュ
ー
「
法
の
精
神
」
一
一
一
一
一
編
第
十
四
草
)

同
時
に
公
債
投
術
に
閲
す
る
問
題
の
一
義
に
も
常
に
政
治
問
題

が
幣
在
し
て
ゐ
る
事
を
見
落
し
て
は
左
ら
ぬ
。
公
債
利
チ
の
低

下
は
金
副
市
揚
に
於
け
る
金
利
下
問
む
傾
向
に
歩
調
を
合
は
せ

る
低
利
惜
A
V
の
結
川
別
で
あ
る
が
、
高
利
貸
洋
一
ホ
安
代
則
一
切
る
い
山
.

衆
の
反
抗
や
、
高
利
債
に
謝
す
る
民
主
'n
義
者
の
反
封
が
こ
の

趨
勢
を
促
進
し
た
事
も
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
の
賭
か
ら
し
て
、
銀
行
や
設
努
市
場
は
他
の
枇
合
的
保

件
と
切
離
し
て
扱
ふ
べ
き
公
債
の
間
半
友
る
技
術
的
僚
件
で
は
な

し、。
査
し
金
融
市
場
白
幡
が
資
本
主
義
枇
命
日
の
集
約
的
な
衣
現
?

あ
る
と
同
時
に
、
前
述
の
如
く
、
枇
向
機
構
の
努
革
の
根
底
ぞ

な
し
て
ゐ
る
わ
ら
だ
。

結

論

一
公
債
制
度
其
自
憶
は
一
個
の
法
律
秩
序
で
あ
る
。
放
に
公
債

の
形
式
保
件
及
び
管
理
方
法
に
闘
す
る
法
規
の
一
鰐
を
分
析
し
‘

Ad:1mぉ Pnblicd('hts. p. 9. 



共
投
属
を
叙
述
す
る
一
事
も
出
来
る
し
、
一
回
。
円
}
邑
)
又
間
交
信
用

が
国
家
に
特
有
た
抽
出
算
制
度
と
租
税
徴
収
機
に
基
ぐ
貼
に
、
私

債
と
全
く
異
っ
た
公
債
渦
侍
の
秩
序
と
性
絡
』
七
認
め
る
事
も
出

来
る
0

(

百
円
広
三
突
に
叉
公
債
制
度
は
組
織
的
友
金
融
手
段
守
あ

る
。
故
に
公
債
を
金
融
問
題
と
し
て
取
扱
ひ
、

又
経
済
現
象
と

し
て
の
公
債
の
性
質
を
力
説
す
る
事
も
出
来
る
ο
(
ロ
弓
[
主
)
併

し
ス
一
流
償
制
度
は
図
案
機
構
の
一
部
分

σ
あ
っ
て
岡
家
の
成
長

ル
一
礎
動
、

川
ち
怯
ハ
の
動
的
な
政
治
生
活
の
中

K
不
阪
に
一
助
九
戸
山
形

態
を
展
開
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
共
故
に
凶
家
の
劉
外
的
政
治

行
動
(
戦
争
)
や
圏
内
の
政
治
闘
争
の
中
に
公
債
政
策
の
成
立
を

見
て
、
共
が
公
債
制
度
に
及
ぼ
す
影
響
を
主
要
硯
す
る
事
が
出

来
る
。

(
C
C
T
一
邑
豆
〔
日
)
公
債
制
度
の
理
細
川
に
於
て
、
第
一
の
一
法

律
的
見
地
に
の
み
止
主
つ
亡
ゐ
る
事
の
出
来
な
い
の
は
山
田
同
然
で

あ
っ
て
、

こ
の
怠
味
で
政
治
的
、
経
済
的
見
地
の
要
求
せ
ら
れ

る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
立
場
を
矛
盾
な
ぐ
統
一
す
る
事
が
同
来
る
か
否

か
は
問
団
で
る
ら
う
け
れ
ど
も
、
政
治
的
、
経
情
的
日
比
地
を
考

公
債
制
度
の
社
合
的
傑
件
に
就
て

慮
に
入
れ
る
限
り
最
早
、

会
債
制
度
は
現
賓
の
枇
舎
生
活
か
ら

遊
推
し
た
空
虚
た
法
規
円
堆
伎
で
は
友
く
て
、
特
に
資
本
主
義

批
舎
の
経
尚
生
活
と
生
き
/
¥
し
た
接
鰯
を
保
つ
事
に
上
っ
て
、

不
断
の
夜
間
凪
を
遂
げ
つ
h
h

あ
る
機
能
的
存
在
で
あ
る
3

又
私
は
右
の
な
場
に
閥
聯
し
て
、
政
治
的
、
経
品
川
的
傑
件
の

設
M

世
の
中
に
公
債
の
歴
史
的
桃
山
川
を
一
認
識
し
ゃ
う
と
努
め
た
の

で
あ
る
。

而
も
共
は
同
時
に
近
代
的
公
僚
の
洲
市
的
判
質
一
て
あ

る
れ
ら
・
什
一
ハ
保
件
白
鳴
が
不
純
な
分
子
を
含
ま
ぬ
事
(
例
、
曲
(
刷
土

川
:
一
士
i
山
川
胤
花
劫

H
K
.
H
4・
?
昨
ヘ

Y和
w
w
h
y
小
』
げ
混
一
7
J
l
一、

t

i

j
一
J
t
J
i
f
-
-
2
:
j
i
t
-
-
4
1
!
J
j
i
l
l
i
t
-
-
j
l
、
，

i

外
(1;(( 

件
の
問
に
統
一
が
あ
る
事
(
例
、
銀
行
と
持
券
市
場
の
統
一
的
活
動
)

が
必
嬰
で
あ
る
。
斯
様
な
保
件
は
な
汁
凶
の
白
山
主
義
経
済
時
代

に
於
て
寅
現
さ
れ
然
る
後
公
債
制
広
が
成
立
し
た
の
合
あ
る
が

現
在
も
向
、
九
九
等
の
沼
傑
件
の
質
的
礎
化
と
統
一
一
仰
の
減
税
の

中
に
、
新
し
い
現
貨
の
公
債
問
題
が
生
れ
て
来
る
。
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